
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Chemical Science and Technology (Night Course) [⇒Japanese]

Organic Materials Science 2 units (selection)

Hitoshi Hori · Professor / Biological Functional Engineering, Department of Biological Science and Technology

Target〉 本「有機材料科学」は，生物機能性分子としての薬物がどのように設計
されるかを中心に化学構造と生物機能活性の相関を研究するメディシナルケ
ミストリーを学修することにより所期の目的を達成する．すなわちメディシ
ナルケミストリーはライフサイエンスの手法により解明された生物機能を，有
機化学的手法および原理を駆使して設計し，より普遍的なもの (物質，分子)
を生み出す創造的学問分野である．また本授業目的として，このような生物
活性機能発現を目的に設計された薬物分子の分子構造と活性を分子レベルで
考え，それを記述することができるようにする．

Outline〉 生物機能設計学としてのメディシナルケミストリーの基礎的問題であ
る分子構造と生物活性に関して，分子標的法や定量的構造活性相関 (QSAR)法
を学びながら修得させ，ゲノム創薬化学を考える．

Keyword〉 メディシナルケミストリー, ドラッグデザイン, 定量的構造活性相関
Fundamental Lecture〉 “Organic Chemistry 1”(1.0), “Organic Chemistry 2”

(1.0), “Biochemistry 1”(1.0), “Biochemistry 2”(1.0), “Molecular Biology”(1.0)

Requirement〉 有機化学，生化学，分子生物学を履修していること．
Notice〉 有機化学，生化学の教科書を参考書として用いる．また分子模型の用意．
Goal〉

1.生物機能分子に関わる問題を有機化学原理で解決できる能力を養う (授業計
画 1-5および 7-14による)．

2.生物機能分子に関わる問題を分子構造に基づいて分子レベルで研究できる
能力を養う (授業計画 3-5および 7-14による)．

3.臨床試験，遺伝子治療の倫理的問題を理解する (授業計画 2, 15による)．
Schedule〉

1.生物機能設計学としてのメディシナルケミストリー
2.薬の発見と開発;バイオアッセイ，リードの探索
3.リードを見つける．天然物，構造活性相関 (SAR)，等価性．レポート 1(到
達目標 1と 2の一部評価)

4.ドラッグデザインと薬物代謝
5.ドラッグデザインの鍵 (1)構造の Fine-tuning
6.中間試験 (到達目標 1と 2の一部評価)
7.ドラッグデザインの鍵 (2)X線構造解析，分子モデリング
8.ドラッグデザイン:ケーススタディ (最新の新薬開発例)．レポート 2(到達目
標 1と 2の一部評価)

9. QSAR(定量的構造活性相関)(1)疎水性，電子的パラメータ，立体的パラメータ
10. QSAR(2) Hansch-Fujita式，等価体
11. QSAR(3) ケーススタディ (pyranenamine誘導体)．レポート 3(到達目標 1と

2の一部評価)
12.コンビナトリアルケミストリー:スキャフォールド (足場，”剣山”)
13.薬物動態学 (1):薬物動態学を考慮したドラッグデザイン
14.薬物動態学 (2):DDS，プロドラッグ
15.生命倫理:医薬品の臨床試験，遺伝子治療．レポート 4(到達目標 3の一部
評価)

16.期末試験 (全到達目標の一部評価)
Evaluation Criteria〉 出席率 80%以上で，到達目標各項目が各々 60%以上達成さ
れている場合をもって合格とする．達成度は到達目標各項目について中間試
験 (30%)，レポート (40%)，期末試験 (30%)で評価する．

Textbook〉 Graham L. Patrick「An Introduction to Medicinal Chemistry最新版」
Oxford Univ. Press，または日本語版『メディシナルケミストリー』(北川勲，
柴崎正勝，富岡清 監訳，丸善株式会社)

Reference〉
� David A. Williams & Thomas L. Lemke 「Foye’s Principles of Medicinal

Chemistry, 6th Ed」2008，Lippincott Williams & Wilkins．
� C. G. Wermuth (Ed)「The Practice of Medicinal Chemistry, 2nd Ed」2003，

Academic Pr.
� Richard B. Siliverman 「The Organic Chemistry of Drug Design and Drug

Action, 2nd Ed」2004，Elsevier
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216455
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Hori (M821, +81-88-656-7514, hori@bio.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: Monday 11:55-12:50)
Note〉
�原則として再試験は実施しない．
�授業を受ける際には 2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習をし
たうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要である．
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